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第３回「‟税„ミナールクイズ」 

【第１問】 

 民法が改正され、成年年齢が 18歳に引き下げられました。 

 では、お酒を飲んでいいのは何歳からでしょうか。 

○ 満 20歳 

 満 18歳 

答）満 20歳 

   「二十歳未満ノ者ノ飲酒ノ禁止ニ関スル法律」第１条に、「二十歳未満ノ者ハ酒類ヲ飲用 

  スルコトヲ得ス」と規定されています。 

【第２問】 

 飲酒運転は、法律で禁止されています。 

 では、お酒を飲んで自転車に乗ると飲酒運転になるでしょうか。 

○ なる 

 ならない 

（答）なる 

   「道路交通法」第 65条に、「何人も、酒気を帯びて車両等を運転してはならない。」と規 

  定されており、自転車は車両等に含まれます。 

【第３問】 

 酒税法において「酒類」とはアルコール分が何度以上の飲料と定めているでしょうか。 

○ １度（１％）以上 

 ５度（５％）以上 

（答）１度（１％）以上 

   「酒税法」第２条に、「この法律において「酒類」とは、アルコール分１度以上の飲料を 

  いう。」と規定されています。 

   なお、消費税の税率について、酒類は標準税率の 10％ですが、アルコール分１度未満の 

  飲料は軽減税率の８％です。ノンアルコールビールはアルコールを含まないため、消費税の 

  税率は８％です（外食を除く。）。 
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【第４問】 

 体重 50kgの方が、アルコール 20gを分解するのに、一般的に何時間かかるでしょうか。 

 アルコール 20gは、概ねビール中瓶１本（500ml）や日本酒１合（180ml）に相当します。 

 （注）体質や体調などにより個人差があります。 

○ ４時間 

 １時間 

答）４時間 

   運転する前の日に深酒すると飲酒運転となる恐れがありますのでご注意ください。 

 

【第５問】 

 日本酒の大吟醸酒と吟醸酒の違いは何でしょうか。 

 原料米の精米割合 

 日本酒の販売価格 

（答）原料米の精米割合 

   「清酒の製法品質表示基準」では、大吟醸酒は精米歩合 50％以下の白米を原料としたも 

  の、吟醸酒は精米歩合 60％以下の白米を原料としたものと定められています。 

 

【第６問】 

 大阪府では、明治時代からブドウの栽培やワインの製造が盛んになりました。 

 昭和初期、大阪府のブドウ栽培面積は全国で何位だったでしょうか。 

○ １位 

 ５位 

（答）１位 
   ちなみに、現在の１位は山梨県、２位は長野県、３位は山形県で、大阪府は９位です。 
 

【第７問】 

 ワインやウイスキーを樽で熟成させると、水分やアルコール分が蒸発して目減りします。 

 この目減り分は、俗に何と呼ばれていますか。 

○ 天使の取り分 

 悪魔への貢物 

（答）天使の取り分 

   天使の分け前とも呼ばれています。 

 

★☆お疲れ様でした☆★ 


